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議
会
生
中
継
始
ま
る　
　
　

　

こ
れ
は
、
議
会
基
本
条
例
第
８
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の

利
便
性
の
向
上
と
、
積
極
的
な
情
報
公
開
、
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
取
り
組

み
の
一
環
と
な
る
も
の
で
す
。

平成24年 第３回定例会

　平成24年第３回定例会が９月５日から９月26まで、22日間の会期で開催されました。
　初日は、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて等が審議され、市長から提出議案の説
明がありました。７日、10日、11日、12日の４日間は、市政に対する一般質問が行われ、17名の議員
が登壇しました。
　また、13日から21日には、各常任委員会が開催され、付託された議案、条例制定、予算および平成23
年度決算等の議案についての審査が行われました。
　最終日には、各常任委員長から審査結果報告があり、採決が行われ、市長提案39件、議会側提案の請
願４件、議員発議７件を議決し、閉会しました。

議
会
生
中
継
始
ま
る
！

　
～
家
庭
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
～

　

本
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
本
会
議
の
状
況
を
市
庁

舎
の
モ
ニ
タ
ー
に
限
っ
て
生
中
継
で
放
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
会
議
場
に
マ
イ
ク
・
カ
メ
ラ
設
備
等
を
更
新
（
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
）
し
、
９
月
定
例
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
本
会
議
の
状
況
を
生
中
継
で
放
映
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
録
画
中
継
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
高

画
質
で
鮮
明
に
村
上
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
神
林
、
朝
日
、
山
北
の
各
地
区
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
ね
る
）

に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
現
在
準
備
中
で
す
。

９
月
定
例
会
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継

議場内３ヵ所にカメラを設置

一般質問の発言残時間もモニターで確認できます

生中継の画面操作は議場内のタッチパネルで行います

※
村
上
市
議
会
基
本
条
例
（
抜
粋
）

　
　

（
議
会
の
情
報
提
供
）

　

第�

８
条　

議
会
は
、
市
民
と
の
協
働
を
積
極
的
に
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
市
民
へ
の
議
会
の
情
報
の
提
供
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。
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議
会
生
中
継
始
ま
る　
　
　

　

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
議
案
審
議
の
結
果
、

政
務
調
査
費
の
交
付
状
況
、
行
政
視
察
の
報
告
な
ど
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
録
画
中
継
に
つ
い
て
は
、
生
中
継
終

了
後
お
お
む
ね
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
で
視
聴

可
能
と
な
り
ま
す
。
会
議
名
や
議
員
名
で
の
検
索
、
ま
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
に
よ
り
目
的
の
録
画
デ
ー
タ
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
使
い
や
す
い
映

像
配
信
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
会
議
録
の
作
成
期
間
の
短
縮
、
議
会
資
料
の

携
帯
端
末
で
の
配
布
や
図
書
館
に
お
け
る
議
会
中
継
デ
ー

タ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
化
（
収
集
・
保
管
）
に
よ
る
利
便
性

向
上
な
ど
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

実際の録画中継はこのように見ることができます

目的の録画データを　　
　　　キーワードで検索

ホームページアドレス 映像中継のご利用について
◆村上市議会
　http://www.city.murakami.lg.jp/gikai/gikai_top.jsp

◆村上市議会映像配信（生中継・録画中継）
　http://www.murakami-city.stream.jfit.co.jp/

◆�Microsoft社の Windows Media 
Player（無償）が必要です。

◆�議会中継を多数の方が同時にご覧
になった際に、映像が正しく表示
されない場合があります。

録画中継はいつでも見られます
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委
員
会
審
査
報
告
⑴

◎
木
村　

貞
雄 

○
川
村　

敏
晴

　

滝
沢　

武
司 　

平
山　
　

耕

　

冨
樫
宇
栄
一 　

竹
内
喜
代
嗣

　

大
滝　

久
志 　

佐
藤　

重
陽

　

板
垣　

一
徳

総
務
文
教

　
常
任
委
員
会

※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員
会
で

　

作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◆�

村
上
市
合
併
特
例
措
置
逓
減
対

策
準
備
基
金
条
例
制
定
に
つ
い

て

	

財
政
調
整
基
金
の
外
に
基
金

を
作
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

	

こ
の
基
金
は
、
交
付
税
の
合

併
算
定
と
一
本
算
定
の
差
額
部
分

を
埋
め
る
基
金
と
し
て
、
平
成
２８

年
度
か
ら
使
う
目
的
基
金
で
あ
り
、

財
政
調
整
基
金
は
財
源
不
足
を
補

う
、
家
庭
で
い
え
ば
普
通
貯
金
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

	

３０
億
円
の
積
立
金
が
必
要
な

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

	

交
付
税
が
現
在
よ
り
ど
れ
だ

問答問答

け
減
る
か
の
試
算
で
、
平
成
２８
年

度
２
億
６
千
万
円
、
２９
年
度
７
億

９
千
万
円
、
３０
年
度
１３
億
円
、
３１

年
度
１８
億
５
千
万
円
、
３２
年
度
２３

億
８
千
万
円
、
３３
年
度
２６
億
円
を

補
填
す
る
に
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
る
か
基
金
を
積
み
立
て
る

か
、
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆�

（
仮
称
）
村
上
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
建
設
（
建
築
本
体
）
工

事
の
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

	

１
５
０
０
万
円
の
増
額
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
外
構
工
事

は
補
助
の
関
係
で
入
れ
ら
れ
な
い

の
で
す
か
。

	

外
構
工
事
は
当
初
本
体
工
事

に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
市
民
要
望
で
変
更
が
発
生

し
予
算
が
厳
し
く
な
り
、
今
回
請

差
の
関
係
で
復
活
さ
せ
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
増
額
分
の
財
源
は
地
方
債

一
般
財
源
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
補
助
関
係
に
影
響
す
る
部
分

問答

は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

点
検
口
が
設
計
よ
り
相
当
数

増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

	

点
検
口
は
元
々
２３
ヵ
所
が
７２

ヵ
所
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、
ダ
ン

パ
ー
を
フ
ー
ド
か
ら
ダ
ク
ト
内
に

取
り
付
け
る
こ
と
に
変
更
と
な
っ

た
た
め
で
す
。

【
歳
出
】

・
消
防
費

	

除
排
雪
自
主
活
動
補
助
事
業

に
よ
る
小
型
除
雪
機
の
購
入
で
市

問答24
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問

内
業
者
で
の
検
討
は
し
な
か
っ
た

の
で
す
か
。

	

今
年
度
は
申
請
期
間
も
遅
れ

て
い
て
間
に
合
わ
な
い
状
況
な
の

で
特
に
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆�

情
報
通
信
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

	

歳
入
の
道
路
改
良
工
事
支
障

施
設
補
償
料
に
対
し
、
歳
出
の
施

設
管
理
費
で
補
正
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

	

こ
の
工
事
は
県
が
発
注
し
て

い
る
も
の
で
、
橋
り
ょ
う
部
分
に

添
加
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
を
移
設

す
る
工
事
で
す
。
全
体
の
１
１
３

ｍ
の
う
ち
、
１９
・
９
ｍ
の
部
分
に

つ
い
て
補
償
す
る
も
の
で
、
残
り

部
分
は
単
独
で
支
払
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

【
歳
入
】

	

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
震

災
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
特

徴
は
あ
り
ま
し
た
か
。

	

震
災
の
影
響
で
昨
年
度
の
７

割
し
か
認
め
な
い
と
の
話
で
し
た

が
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
普
通
交

付
税
、
特
別
交
付
税
と
も
に
多
く

入
り
ま
し
た
。

答24
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答２３
年
度 

一
般
会
計
決
算

問答

【
歳
出
】

・
消
防
費

	

消
防
署
で
使
う
燃
料
費
は
支

所
も
含
め
て
統
一
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

	

消
防
署
も
本
庁
、
支
所
も
財

政
課
か
ら
示
さ
れ
る
単
価
表
を
基

に
メ
ー
カ
ー
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ガ

ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯
油
も
値
段
は

統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
教
育
費

	

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
不
登

校
に
つ
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
１１

人
に
つ
い
て
、
人
数
的
な
面
で
不

足
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

	

旧
市
町
村
単
位
に
不
登
校
教

室
を
設
け
て
、
そ
こ
に
適
応
指
導

員
を
配
置
し
、
各
教
育
事
務
所
に

嘱
託
事
務
主
事
を
お
願
い
し
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
手
が
足
り
な
い

と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

◆�

情
報
通
信
事
業
特
別
会
計
決
算

	

神
林
地
区
で
１
年
目
な
の
に

修
繕
費
が
７
６
３
万
円
も
か
か
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

	

修
繕
費
の
中
に
伝
送
路
の
支

障
移
転
と
一
番
費
用
の
掛
か
る
再

設
置
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答問答２３
年
度 

特
別
会
計
決
算

問答

（仮称）村上市生涯学習センター完成予想図
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委
員
会
審
査
報
告
⑵

◎
山
田　
　

勉 
○
渡
辺　
　

昌

　

小
林　

重
平 　

板
垣
千
代
子

　

長
谷
川　

孝 　

小
池　
　

晃

　

本
間　

清
人 　

相
馬　

エ
イ

　

齋
藤
信
一
郎

市
民
厚
生

　
常
任
委
員
会

◆�

村
上
市
社
会
福
祉
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

	

昨
年
、
基
金
よ
り
９
５
０
万

円
の
支
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
使
途
は
何
で
す
か
。

	

故
人
の
方
か
ら
の
寄
付
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
保
育
園
、
学
童

保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
、
児
童
文
庫
と
し
て
本
棚

と
図
書
を
配
置
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】

・
民
生
費

	

今
後
３
年
間
で
29
人
規
模
の

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２

施
設
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
介
護
事
業
者
に
と
っ
て
採
算

性
の
厳
し
い
施
設
規
模
で
は
な
い

で
す
か
。

	

29
人
以
下
の
小
規
模
特
養
と

問答24
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

す
る
こ
と
で
、
市
内
の
方
に
限
定

し
て
入
所
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可

能
な
施
設
と
な
り
、
国
の
指
導
で

あ
る
地
域
密
着
型
の
施
設
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
す
。

	

荒
川
統
合
保
育
園
（
仮
称
）

の
設
計
変
更
で
、
遊
戯
室
の
梁
と

柱
を
当
初
の
木
造
か
ら
鉄
骨
造
り

と
す
る
理
由
は
何
で
す
か
。

	

大
断
面
の
施
工
で
、
木
造
で

は
市
内
業
者
に
は
技
術
的
に
難
し

く
、
工
期
の
問
題
も
あ
り
、
市
内

業
者
で
も
施
工
可
能
な
鉄
骨
造
り

と
設
計
変
更
す
る
も
の
で
す
。

	

設
計
段
階
で
の
問
題
が
た
び

た
び
発
生
し
て
お
り
、
入
札
の
あ

り
方
や
、
土
木
や
建
築
の
技
術
者

の
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

	

現
在
の
入
札
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
の
職
員
採
用
で
大
卒
の
技
術

者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
応
募
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
環
境
費

	

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

施
工
業
者
が
市
内
か
市
外
か
で
10

万
円
の
差
を
つ
け
ま
し
た
が
、
施

工
業
者
は
ど
の
よ
う
な
内
訳
と
な

っ
て
い
ま
す
か
。

問答問答問

	

市
内
業
者
が
30
社
、
市
外
業

者
が
18
社
で
す
。
工
事
費
の
総
額

は
１
億
４
８
２
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

	

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
今
年

度
申
込
み
さ
れ
た
方
は
す
べ
て
補

助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
来

年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え

で
す
か
。

	

Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
効
果
の
周
知

や
省
エ
ネ
へ
の
意
識
の
向
上
、
こ

の
事
業
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
を

答問答

考
慮
し
て
、
補
助
率
の
見
直
し
も

検
討
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
も

よ
り
多
く
の
申
請
者
が
補
助
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
制
度
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

	

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
多

い
で
す
か
。

23
年
度 

一
般
会
計
決
算

問

・
衛
生
費

	

臭
気
問
題
の
改
善
が
み
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

取
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

	

事
業
所
で
も
臭
い
を
抑
え
る

取
り
組
み
は
し
て
い
ま
す
が
、
臭

い
を
軽
減
す
る
装
置
の
導
入
は
採

算
面
な
ど
か
ら
難
し
い
た
め
、
改

善
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

	

急
患
診
療
所
の
利
用
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

日
曜
・
休
日
に
１
８
６
７
人
、

平
日
夜
間
（
６
月
１
日
開
設
）
に

５
２
４
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

◆
条
例
制
定　
２
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答問答24
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

23
年
度 

特
別
会
計
決
算

補助金による太陽光発電システム設置の住宅

	

高
齢
者
に
対

す
る
架
空
請
求
の

相
談
や
、
未
公
開

株
な
ど
の
儲
け
話

の
勧
誘
へ
の
相
談

件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。

・
民
生
費

	

生
活
保
護
世

帯
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

	

３
２
８
世
帯

の
４
４
５
人
で
す
。

就
労
が
可
能
な
方

に
は
、
職
業
安
定

所
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
を
促
し
て
い

ま
す
。

答問答
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委
員
会
審
査
報
告
⑶

◆�

村
上
市
温
泉
給
湯
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

	

勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉
ス
タ
ン

ド
の
利
用
時
間
で
、
午
後
３
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
を
午
後
１
時
か

ら
午
後
７
時
と
し
た
理
由
は
何
で

す
か
。

	

時
間
を
早
め
て
ほ
し
い
と
い

う
利
用
者
の
要
望
か
ら
で
す
。

◆�

村
上
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

	

坂
町
住
宅
は
当
初
は
何
戸
あ

っ
た
の
で
す
か
。

	

２０
戸
あ
り
ま
し
た
が
、
老
朽

化
が
進
み
、
耐
用
年
数
の
関
係
で

空
家
に
な
っ
た
ら
廃
止
し
て
、
現

在
は
７
戸
ま
で
減
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

・
商
工
費

問答問答24
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

	

み
ど
り
の
里
経
費
の
修
繕
料

は
、
50
万
円
以
上
か
か
る
も
の
は

市
の
負
担
で
す
が
、
こ
の
修
繕
は

何
で
す
か
。

	

70
万
円
の
エ
ア
コ
ン
の
室
外

機
で
す

	

観
光
諸
施
設
経
費
で
村
上
駅

前
観
光
案
内
所
の
土
地
購
入
費
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
額
は
い
く

ら
で
す
か
。

	

６
８
３
万
７
０
０
０
円
の
予

定
が
５
９
９
万
円
で
購
入
で
き
ま

し
た
。

問答問答

◎
川
崎　

健
二 
○
小
杉　

和
也

　

尾
形　

修
平 　

鈴
木
い
せ
子

　

三
田　

敏
秋 　

姫
路　
　

敏

　

大
滝　

国
吉 　

片
野　

鉄
雄

経
済
建
設

　
常
任
委
員
会

・
土
木
費

	

道
路
対
策
事
業
経
費
で
消
雪

パ
イ
プ
を
ど
こ
に
設
置
す
る
の
で

す
か
。

	

塩
町
地
内
で
あ
り
、
新
た
な

井
戸
は
掘
ら
な
い
も
の
の
、
県
と

の
協
議
に
よ
り
地
下
水
の
水
量
が

対
応
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

１
３
０
ｍ
設
置
す
る
も
の
で
す
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

	

有
害
鳥
獣
対
策
経
費
で
新
潟

問答23
年
度 

一
般
会
計
決
算

問

ま
し
た
か
。

	

目
立
っ
た
成
果
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い

ま
す
。

・
土
木
費

	

排
水
路
維
持
経
費
で
排
水
路

の
維
持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

	

各
地
区
か
ら
同
じ
よ
う
な
要

望
が
多
く
、
各
所
を
少
し
ず
つ
進

め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

答問答23
年
度 

特
別
会
計
決
算

◆
み
ど
り
の
里
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

継
続
審
査

◆�

蒲
萄
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

◆�

蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計
補
正

予
算

※�

撤
回
請
求
が
出
さ
れ
、
第
４
回

臨
時
会
で
撤
回
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

23
年
度 

特
別
会
計
決
算

村上駅前観光案内所の建設予定地

修繕される朝日浄化センターの送風機

県
猟
友
会
村
上
支
部
の

方
は
何
人
で
す
か
。

	

村
上
支
部
は
全
体

で
１
７
１
人
、
村
上
地

区
46
人
、
荒
川
地
区
21

人
、
神
林
地
区
９
人
、

朝
日
地
区
47
人
、
山
北

地
区
は
48
人
で
す
。

	

漁
港
施
設
整
備
経

費
で
㈶
新
潟
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
負
担
金
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

	

漁
港
積
算
シ
ス
テ

ム
の
負
担
金
で
す
。

・
商
工
費

	

企
業
誘
致
経
費
で

企
業
誘
致
の
実
績
は
出

答問答問

	

蒲
萄
ス
キ
ー
場
運
営
経

費
の
借
地
料
は
毎
年
２
７
０

万
円
位
な
の
で
す
か
。

	

毎
年
そ
の
位
の
金
額
で

す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

	

公
共
下
水
道
は
、
い
つ

完
成
す
る
の
で
す
か
。

	

村
上
地
区
は
平
成
30
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

◆
条
例
制
定　
３
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

問答問答24
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
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一　

般　

質　

問　
⑴

市
政
を
問
う
！！

	

自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
進
学

す
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
英
語
力
が
必

要
で
す
が
、
市
内
の
生
徒
の
実
力
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

村
上
市
内
中
学
生
の
英
語
の
学
力
は

県
平
均
よ
り
も
低
い
方
で
す
。

	

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
中
学
１
年
生

の
後
半
で
約
８
割
の
生
徒
は
英
語
が
苦
手

だ
と
感
じ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

私
は
住
ん
で
い
る
地
域
、
所
得
に
よ
っ
て

問答問

教
育
の
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
英
語
が
苦
手
だ
と
感
じ
な

い
よ
う
に
、
中
学
１
年
生
に
対
し
て
日
本

人
外
国
語
指
導
助
手
員
を
新
し
く
増
員

し
、
海
外
勤
務
経
験
者
に
も
講
演
を
い
た

だ
き
、
意
識
を
高
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

	

１０
月
か
ら
の
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
で
、

障
が
い
者
の
乗
車
料
金
を
50
円
か
ら
大
人

答問

と
同
じ
１
０
０
円
に
す
る
改
正
案
が
出
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
福
祉
の
切
り
捨

て
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

	

今
ま
で
通
り
の
料
金
に
見
直
し
、
今

後
は
福
祉
面
も
考
慮
し
な
が
ら
改
正
し
て

い
き
ま
す
。

	

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
に
年
間

パ
ス
を
出
す
な
ど
、
料
金
面
の
優
遇
も
必

要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

	
年
間
パ
ス
は
大
変
良
い
提
案
な
の
で
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

ト
イ
レ
を
改
修
し
た
ら
い
じ
め
が
減

っ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
施

設
の
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め

の
発
生
を
減
少
で
き
ま
せ
ん
か
。

答問答問

	

改
修
し
て
い
な
い
暗
い
ト
イ
レ
な
ど

で
い
じ
め
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

教
育
施
設
の
環
境
整
備
は
教
育
委
員
会
と

手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答

小杉　和也 議員

教
育
格
差
解
消
の
た
め
に
、
中
学
１
年
生
へ

の
日
本
人
外
国
語
指
導
助
手
員
の
新
設
を
！

福
祉
の
切
り
捨
て
は
や
め
て
！

─ 
17
名
が
一
般
質
問 

─

　

９
月
７
日
・
10
日
・
11
日
・
12
日
の
４
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た

一
般
質
問
に
17
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

質
問
お
よ
び
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

　

※
一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

山辺里小学校のきれいで明るいトイレ
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山田　勉 議員 尾形　修平 議員

一　

般　

質　

問　
⑵

通
学
路
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
安
全
対
策

国
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

建
設
業
者
の
売
り
上
げ
減
少
に
つ
い
て

空
き
家
お
よ
び
空
き
地
等
の
対
策
に
つ
い
て

	

全
国
で
登
下
校
中
痛
ま
し
い
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
常
に
事
故
な
ど

の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
か
、
ま
た
、
通
学
路
に
つ
い

て
の
総
点
検
は
行
っ
た
事
が
あ
る
か
、
こ

れ
か
ら
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
今
の
状

況
を
伺
い
ま
す
。

	

通
学
路
の
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い

て
、
今
後
、
各
道
路
管
理
者
、
警
察
等
と

合
同
点
検
を
実
施
し
な
が
ら
、
11
月
末
ま

問答

	

市
発
注
工
事
に
つ
い
て
、
今
後
の
予

定
お
よ
び
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

年
々
補
助
事
業
費
の
減
少
で
予
算
編

成
に
お
い
て
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
防
災
・

減
災
予
算
や
橋
梁
等
の
修
繕
更
新
、
通
学

路
の
歩
道
整
備
、
環
境
対
策
予
算
に
つ
い

て
は
重
点
化
が
図
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、

当
市
で
も
順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
た

だ
望
み
は
高
速
道
路
延
伸
事
業
が
あ
り
、

お
よ
そ
２
０
０
０
億
円
の
工
事
費
が
あ

問答

り
、
で
き
る
限
り
地
元
業
者
が
参
入
で
き

る
よ
う
に
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

	

公
共
事
業
減
少
に
伴
い
、
建
設
業
者

の
新
分
野
進
出
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

	

農
業
部
門
へ
の
進
出
な
ど
市
だ
け
で

で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
機

関
と
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
分
野
が
最

適
な
の
か
分
析
し
、
進
出
の
際
に
は
支
援

問答

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

	

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
・
空
き
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

	

現
在
本
市
で
は
、
１
５
０
５
軒
の
空

き
家
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
空
き
家
・

空
き
地
に
関
し
て
は
、
個
人
が
所
有
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
市
の
権
限
の
及
ぶ
範

囲
や
公
費
支
出
の
妥
当
性
、
さ
ら
に
は
相

続
さ
れ
て
い
な
い
物
件
や
所
有
者
・
管
理

者
の
所
在
が
不
明
の
物
件
な
ど
、
難
し
い

事
例
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

	

市
民
か
ら
の
苦
情
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
。

問答問

で
に
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

	

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
農
業
分
野
だ
け
で

な
く
24
分
野
に
ま
た
が
る
多
国
間
交
渉
で

あ
り
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
と
暮
ら
し

に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地

域
経
済
だ
け
で
な
く
地
方
自
治
に
も
重
大

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

	

日
本
の
基
幹
産
業
の
衰
退
、
日
本
の

問答

食
糧
自
給
率
の
後
退
な
ど
第
一
次
産
業
が

壊
滅
状
態
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
本

市
に
と
っ
て
も
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と

考
え
る
の
で
、
反
対
を
表
明
し
て
き
ま
し

た
。

	

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
て
い
る
高
知
県
梼
原
町
の
事
例
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
市
で
も
風

力
、
太
陽
光
、
水
力
等
を
取
り
入
れ
発
電

を
し
て
、
安
全
で
安
心
で
き
る
施
策
を
考

え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

	

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
Ｃ

Ｏ
２

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
お
よ

問答

び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
大
勢

の
方
か
ら
申
請
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
継

続
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂町の子供たちの通学の様子 倒壊の危険性がある空き家の状況

	

苦
情
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

窓
口
の
一
本
化
が
困
難
で
あ
る
が
、
今
後

は
窓
口
の
あ
り
方
も
条
例
制
定
を
見
据
え

た
中
で
検
討
し
ま
す
。

答
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片野　鉄雄 議員

一　

般　

質　

問　
⑶

三
面
川
の
種
川
に
つ
い
て

人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
問
題
点
に
つ
い
て

	

来
年
は
江
戸
時
代
に
世
界
で
初
め
て

鮭
の
自
然
保
護
増
殖
「
種
川
」
を
完
成
さ

せ
た
村
上
藩
士
青
砥
武
平
治
の
生
誕
３
０

０
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
作
成

し
た
「
種
川
浄
化
計
画
提
案
工
法
」
が
完

成
す
る
の
は
何
年
度
に
な
る
か
、
ま
た
流

量
ゲ
ー
ト
に
よ
る
止
水
と
新
た
な
地
下
水

に
よ
る
注
水
を
来
年
度
に
予
算
化
で
き
ま

せ
ん
か
。

	

河
川
法
許
可
の
関
係
も
あ
り
、
今
後

問答

	

今
年
度
、
地
域
農
業
再
生
の
切
り
札

と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
市
で
も
各
農
家
に
対
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
目
標
は
土
地
利
用
型

農
業
の
大
規
模
化
や
効
率
化
を
図
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
。

	

利
用
権
設
定
で
の
規
模
拡
大
に
つ
い

て
は
、
中
心
と
な
る
経
営
体
に
農
地
を
提

問答

平山　耕 議員

供
す
る
方
に
対
し
て
、
農
地
集
積
協
力
金

が
対
象
面
積
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
プ
ラ
ン
作
成
後
農
地
を
集
積
さ

れ
る
場
合
や
、
連
担
化
さ
せ
よ
う
と
す
る

場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
の
購
入
に
よ
る
規
模
拡
大
に
つ
い

て
は
、
交
付
対
象
と
な
る
の
が
「
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
」
へ
の
貸
付
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
所
有
権
移
転
に
よ
る
集
積

は
対
象
と
な
ら
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
機
能
向
上
と
人
材
確
保

に
つ
い
て
は
、
現
在
本
所
が
専
任
５
人
、

各
支
所
は
兼
任
２
人
体
制
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
作
成
に
際
し
ま
し
て
は
農
林
水

産
課
や
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
の
両

農
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

	

「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
が
来

年
３
月
で
終
了
す
る
が
、
本
市
と
し
て
も

有
効
な
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
。

	

本
市
の
中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
制

度
融
資
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
信
用
保
証

料
の
補
給
を
行
う
な
ど
中
小
企
業
の
負
担

問答

軽
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
度

に
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
規
程
の
改
正

を
行
い
融
資
条
件
の
変
更
や
融
資
期
間
の

延
長
に
つ
い
て
、
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
工
法
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

	

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
法
で
浄
化
効
果

を
上
げ
て
い
る
話
が
あ
り
ま
す
。
村
上
市

で
採
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

現
時
点
で
は
市
の
公
共
事
業
と
し
て

取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

青
砥
武
平
治
３
０
０
年
祭
に
市
長
が

実
行
委
員
長
と
な
り
、
観
光
と
鮭
関
連
事

業
振
興
の
た
め
に
も
「
鮭
の
ま
ち
村
上
市
」

問答問

を
全
国
発
信
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

実
行
委
員
長
は
実
行
委
員
会
の
発
足

時
点
で
決
定
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

「
鮭
の
ま
ち
村
上
」
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

	

岩
船
地
区
は
公
民
館
活
動
の
各
種
ス

ポ
ー
ツ
事
業
が
盛
ん
な
地
区
で
あ
り
、
先

般
も
男
子
ミ
ニ
バ
ス
北
陸
大
会
で
岩
船
ミ

ニ
バ
ス
チ
ー
ム
が
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
昨
年
、
岩
船
地
区
区
長
会
か
ら
提

案
さ
れ
た
「
岩
船
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
森

林
公
園
」
の
一
部
を
活
用
す
る
案
に
つ
い

て
、
い
わ
く
す
の
里
側
か
ら
通
じ
る
道
路

を
つ
け
て
整
備
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

昨
年
実
施
し
た
現
状
調
査
デ
ー
タ
を

答問答

基
に
具
体
的
な
計
画
段
階
で
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

	

体
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
70
％
交

付
税
措
置
さ
れ
る
過
疎
債
を
活
用
し
建
設

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

今
後
色
々
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

ＪＡかみはやしのカントリーエレベーター三面川の種川上流部（取水口）



むらかみ市議会だより

平成24年11月15日発行　第21号

（ ）10

す
。
県
が
単
独
で
補
助
を
す
る
と
い
う
よ

う
な
話
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
願
い
は
、
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し

そ
の
際
医
療
圏
統
合
で
県
か
ら
村
上
が
切

り
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ

ん
。

竹内喜代嗣 議員 長谷川　孝 議員

一　

般　

質　

問　
⑷

な
く
せ
医
療
格
差
の
悲
劇

ど
う
す
る
新
潟
県
平
均
と
村
上
市
の
格
差

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

	

村
上
市
の
就
学
前
特
別
支
援
、
特
別

支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
、
該
当
幼
児

児
童
は
何
人
で
す
か
。

	

来
年
度
の
就
学
予
定
で
保
育
園
で
の

特
別
支
援
を
受
け
て
い
る
幼
児
は
10
人
で

す
。
本
年
度
の
特
別
支
援
学
級
は
小
学
校

20
校
の
う
ち
18
校
26
ク
ラ
ス
、
中
学
校
８

校
の
う
ち
６
校
11
ク
ラ
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
学

級
に
86
人
（
小
学
校
60
人
、
中
学
校
26

問答

	

新
潟
県
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
下
越
医

療
圏
の
医
療
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
ま
す
か
。
県
や
国
に
改
善
を
要
請
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

急
性
期
医
療
に
必
要
な
高
度
先
進
医

療
機
器
で
特
に
急
性
の
循
環
器
系
疾
患
に

対
応
で
き
る
医
療
機
器
の
整
備
が
急
が
れ

ま
す
。
必
然
的
に
専
門
医
師
や
看
護
師
等

の
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
課
題

問答

人
）、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
学
級
に
67
人

（
小
学
校
47
人
、
中
学
校
20
人
）
で
す
。

障
が
い
の
種
類
、
程
度
も
多
様
化
し
て
お

り
、
各
学
校
の
対
象
児
童
数
や
障
が
い
の

程
度
種
類
に
対
応
で
き
る
よ
う
担
当
教
職

員
の
ほ
か
小
中
学
校
68
人
の
介
助
員
を
配

置
し
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
県
立
特

別
支
援
学
校
に
は
児
童
、
生
徒
48
人
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

	
特
別
支
援
学
校
の
授
業
時
間
は
午
前

問

９
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
通
常
の
学
校
と
同
様
の
放
課

後
支
援
は
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
朝
９
時

か
ら
の
授
業
時
間
と
保
護
者
就
労
と
の
関

わ
り
で
相
談
を
受
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

	

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
放
課
後
支
援

と
し
て
は
、
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
日
中
一
次
支
援
事

業
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

保
護
者
が
日
中
家
庭
に
お
い
て
監
護
す
る

人
が
い
な
い
場
合
、
施
設
で
一
時
的
に
見

守
り
や
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
市
内
５
施
設
に
委
託
、
７
月
末

現
在
23
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

通
常
の
小
学
校
は
朝
８
時
か
ら
対
応
で
き

答

ま
す
が
、
支
援
学
校
の
１
時
間
に
つ
い
て

は
来
年
入
学
予
定
の
保
護
者
か
ら
相
談
を

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
介
助
員
の
派
遣

を
含
め
現
在
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

で
す
。

　

今
年
度
、
第
５
次
新
潟
県
地
域
保
健
医

療
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
医
療
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

	

救
急
医
療
で
の
山
北
か
ら
２
時
間
で

新
発
田
病
院
で
は
、
異
常
だ
と
考
え
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

県
や
国
に
改
善
を
要
請
す
る
考
え
は
あ
り

問

ま
せ
ん
か
。

	

整
形
外
科
医
師
や
産
科
医
師
な
ど
不

足
し
て
い
る
こ
と
は
深
刻
な
現
状
で
あ
り
、

さ
ら
に
県
や
国
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

	

県
が
医
療
圏
統
合
し
瀬
波
病
院
か
ら

整
形
外
科
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
整
形
外
科
の
救
急
対
応
が
、
新
発
田
病

院
に
集
中
し
ま
し
た
。

　

空
き
ベ
ッ
ド
が
無
く
て
新
潟
市
内
へ
も

搬
送
に
な
り
ま
す
。
県
の
責
任
で
村
上
総

合
病
院
の
新
築
移
転
を
行
い
問
題
解
消
を

図
る
べ
き
で
す
。

	

県
へ
の
支
援
要
請
は
、
新
潟
県
医
療

施
設
近
代
化
施
設
整
備
事
業
を
病
院
が
使

う
と
す
れ
ば
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

答問答

山居町二丁目にある　　　　　　
　　　新潟県立村上特別支援学校

老朽化が著しい村上総合病院
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板垣千代子 議員

一　

般　

質　

問　
⑸

渡辺　昌 議員

空
き
家
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

の
推
進
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
除
雪
対
策
に
つ
い
て

	

村
上
市
の
空
き
家
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

	

空
き
家
問
題
へ
の
施
策
を
検
討
・
実

施
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
６
月
に
市
内
全

域
を
調
査
し
た
結
果
、
空
き
家
の
軒
数
は

１
０
５
０
軒
で
し
た
。
今
後
も
増
え
て
い

く
傾
向
に
あ
り
、
現
在
使
用
で
き
る
状
態

の
空
き
家
も
次
第
に
老
朽
化
が
進
み
、
放

置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
懸
念
し
て
い
ま
す
。

問答

	

防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

を
推
進
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

	

ご
提
案
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
、
国
内
で
想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震
な
ど

に
備
え
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
む
道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の

創
出
を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
、
公
明

党
の
政
策
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

問答

　

現
段
階
で
は
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
の
安

心
、
安
全
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
国
の
動
向
に
つ
い
て
も
十
分

に
注
視
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

	

平
成
23
年
度
の
除
雪
に
対
し
て
は
、

大
雪
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
多
く
の
市
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
の
議
会
で
市
長
は
、
除

問

雪
の
問
題
は
道
路
除
雪
に
限
ら
ず
、
福
祉

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
助
成
制
度
等

の
見
直
し
も
含
め
、
本
庁
支
所
の
関
係
課

が
集
ま
っ
て
検
討
会
議
を
行
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が

な
さ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

	

支
所
を
含
む
10
課
で
、
各
町
内
お
よ

び
集
落
に
対
す
る
除
雪
の
支
援
策
と
要
援

護
者
等
に
対
す
る
除
雪
費
の
補
助
制
度
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
内
会
お
よ
び
集
落
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
新
規
に
「
村
上
市
除
排
雪
自
主
活
動

補
助
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定

し
、
町
内
会
や
集
落
で
小
型
除
雪
機
を
購

入
し
た
場
合
は
60
万
円
限
度
と
し
て
75
％

答

を
補
助
、
除
排
雪
自
主
活
動
に
対
し
て
は

上
限
１
万
円
の
補
助
と
し
高
齢
者
の
屋
根

の
雪
お
ろ
し
に
つ
い
て
も
６
千
円
か
ら
１

万
円
に
増
額
し
３
回
ま
で
と
し
、
高
齢
者

限
定
だ
っ
た
も
の
を
障
が
い
者
に
も
適
用

し
ま
す
。

	

空
き
家
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
空

き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

	

空
き
家
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
現
行

法
で
の
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
新
た
な
条

例
制
定
を
視
野
に
入
れ
た
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

	

建
設
の
始
ま
っ
た
新
ご
み
処
理
場
や

現
在
の
最
終
処
分
場
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
迷

問答問

惑
施
設
を
長
年
受
け
入
れ
て
い
る
地
元
住

民
に
対
し
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
お

気
持
ち
で
す
か
。

	

市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
施
設
で

あ
り
、
設
置
に
あ
た
り
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
や
周
辺

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
あ
り
が
た
く

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

施
設
の
延
命
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る

ご
み
の
減
量
化
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

	

資
源
ご
み
の
分
別
数
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
は
、
現
状
か
ら
み
て
難
し
い
と
考

え
ま
す
。
生
ご
み
に
対
し
て
は
、
コ
ン
ポ

ス
ト
や
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
へ
の
補
助

答問答

制
度
を
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
減
量
化
を
図
る
た
め
、

周
知
方
法
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小型除雪機
空き缶回収の様子（朝日地区）
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て
は
ど
う
で
す
か
。

	

大
変
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
学
校
で

年
２
回
以
上
防
災
訓
練
を
行
う
の
で
、
そ

の
際
に
子
供
た
ち
に
も
体
験
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

答

一　

般　

質　

問　
⑹

小
型
除
雪
機
を
補
助
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
で
き
な
い
か

夏
場
の
生
ご
み
収
集
を
増
や
し
て
は

防
災
非
常
食
を
学
校
で
も

村
上
総
合
病
院
早
期
新
築
の
見
通
し
は

公
共
交
通
運
行
の
実
施
計
画
は

	

村
上
総
合
病
院
運
営
審
議
委
員
会
で

示
さ
れ
た
４
候
補
地
に
優
劣
順
位
は
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

	

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
は
、
土
壌
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
建
設
用
地
に
は
不
適
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。
新
築
す
る
用
地
に
つ
き

ま
し
て
は
病
院
側
と
最
終
的
な
協
議
に
入

っ
て
い
ま
す
。

	

４
月
に
配
置
の
専
任
担
当
職
員
は
ど

こ
ま
で
担
当
し
ま
す
か
。

問答問

	

３
月
定
例
会
で
質
問
し
ま
し
た
、
小

道
除
雪
に
対
す
る
今
季
の
除
雪
対
策
は
ど

の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

町
内
・
集
落
の
支
援
策
と
し
て
「
除

排
雪
自
主
活
動
補
助
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
制
定
し
、
町
内
・
集
落
が
小
型
除

雪
機
を
購
入
し
た
場
合
、
60
万
円
を
限
度

に
75
％
を
補
助
す
る
事
業
を
今
定
例
会
に

補
正
予
算
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

	

こ
の
事
業
は
福
祉
的
要
素
も
強
い
良

問答問

	

村
上
総
合
病
院
新
築
に
本
市
の
支
援

が
、
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
て
、
支
障
な
く

円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ
う
業
務
し
ま
す
。

	

財
政
支
援
に
関
す
る
協
議
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。

	

今
定
例
会
会
期
中
に
本
市
の
支
援
方

針
な
ら
び
に
財
政
支
援
の
金
額
に
つ
い
て

も
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

運
営
審
議
委
員
会
の
開
催
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。

答問答問

	

支
援
方
針
な
ら
び
に
財
政
支
援
の
金

額
に
つ
い
て
議
員
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
了

承
い
た
だ
い
た
後
、
厚
生
連
に
提
示
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
村
上

総
合
病
院
運
営
審
議
会
が
開
催
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

	

公
共
交
通
実
証
運
行
計
画
で
10
月
か

ら
の
改
善
で
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
便
利
に

な
っ
た
点
は
ど
こ
で
す
か
。

	

荒
川
地
区
で
は
、
買
い
物
な
ど
の
対

応
の
た
め
乗
降
場
所
を
２
ヵ
所
増
設
。
朝

日
地
区
は
、
村
上
総
合
病
院
か
ら
の
帰
宅

運
行
に
加
え
、
自
宅
か
ら
の
行
き
の
１
便

を
追
加
し
、
移
動
手
段
の
な
い
人
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

答問答

さ
ら
に
全
地
区
に
お
い
て
遠
距
離
利
用
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
６
㎞
を
超
え

る
集
落
の
料
金
を
下
げ
、
利
用
し
や
す
い

よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

い
事
業
で
す
が
、
あ
る
集
落
で
は
補
助
率

75
％
で
は
自
己
負
担
の
捻
出
が
厳
し
い
と

の
指
摘
も
あ
り
、
補
助
率
を
１
０
０
％
に

近
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
か
。

	

当
市
は
小
集
落
も
多
い
の
で
県
内
で

一
番
補
助
率
を
高
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
後
は
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

	

猛
暑
で
生
ご
み
の
腐
敗
も
早
く
衛
生

環
境
の
側
面
か
ら
み
て
、
せ
め
て
週
１
回

答問

収
集
回
数
を
増
や
せ
な
い
で
す
か
。

	

市
民
か
ら
回
数
増
加
の
要
望
等
は
特

に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
回
数
増
加
は

財
政
負
担
や
委
託
業
者
の
車
両
や
人
的
体

制
の
確
保
等
の
課
題
も
あ
り
、
各
地
の
事

情
を
考
慮
し
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

	

ゴ
ミ
処
理
は
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

き
一
般
廃
棄
物
計
画
を
策
定
し
処
理
が
必

要
で
す
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	
新
ゴ
ミ
処
理
場
に
合
わ
せ
て
計
画
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
収
集
は
各
地
区
と

も
合
併
前
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

	

災
害
時
の
備
蓄
非
常
食
を
訓
練
時
に

支
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
校
で
児
童
、

生
徒
に
も
調
理
も
含
め
て
体
験
試
食
さ
せ

答問答問

のりあいタクシー乗り場（村上総合病院前）生ごみ収集作業中
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一　

般　

質　

問　
⑺

村
上
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
先
線
の

　
　
　
　
　
　
早
期
整
備
開
通
を
！

	

平
成
２２
年
７
月
、
環
状
３
号
線
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
は
、
一
向
に
進
ま
な
い

「
瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
先
か
ら
瀬
波
小
学

校
ま
で
の
約
１
・
２
㎞
の
道
路
整
備
実

現
」
を
求
め
て
、
県
に
陳
情
に
行
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。
当
時
大
野
副
知
事
と
面
談

が
で
き
、
そ
の
席
で
大
野
副
知
事
は
、「
当

該
未
整
備
区
間
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
村
上
市
が
将
来
の
沿
線
の
土
地
利
用

計
画
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ

問

	

８
月
26
日
、
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
市
の
防
災
対
策
の
課
題
と

強
化
す
べ
き
点
は
何
で
す
か
。

	

本
市
は
、
広
大
な
土
地
と
50
㎞
に
及

ぶ
海
岸
部
が
あ
り
、
災
害
時
に
孤
立
す
る

恐
れ
の
あ
る
集
落
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
災

害
予
防
と
災
害
時
の
被
害
軽
減
の
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
お
よ
び
強
化
育
成

が
重
点
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

問答

と
を
踏
ま
え
て
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
検
討
す
る
」
と
発
言
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
村
上
市

が
自
主
性
を
も
っ
て
、
土
地
利
用
の
事
業

化
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

	

こ
の
道
路
整
備
は
、
村
上
市
だ
け
で

整
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、
県
の
支
援
も

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
、

答

今
後
は
県
に
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
理

由
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

将
来
こ
の
道
路
が
開
通
し
た
場
合
を

想
定
し
て
、
瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
道
路
か

ら
左
の
浜
新
田
側
を
、
観
光
農
園
や
観
光

茶
園
と
し
て
観
光
誘
客
に
利
用
す
る
方
法

も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
右
の
村
上
中

等
教
育
学
校
側
に
あ
る
約
４０
万
㎡
の
土
地

が
、
住
宅
地
な
ど
の
宅
地
開
発
行
為
が
行

わ
れ
た
場
合
、
近
辺
の
土
地
評
価
額
が
現

在
約
１
万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
固
定
資
産
税
は
そ
の
千
分
の
14
で
１

㎡
当
た
り
約
２
５
２
円
、
全
体
で
約
１
億

円
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
事
業
化

問

に
向
け
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も
で
き
る

こ
と
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

	

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
の
か
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
ま
す
。

答

プ
・
津
波
避
難
計
画
の
早
期
完
成
、
避
難

所
や
誘
導
看
板
の
整
備
と
災
害
時
に
確
実

な
情
報
伝
達
の
た
め
の
防
災
無
線
屋
外
拡

声
支
局
の
整
備
等
で
す
。

	

津
波
対
策
の
進
み
具
合
は
。

	

「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成

業
務
は
、
６
月
に
示
さ
れ
た
県
の
津
波
浸

水
想
定
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
詳
細
分
析
を

始
め
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
地
区
と
避
難

路
、
避
難
場
所
等
の
協
議
を
行
い
、
年
度

問答

内
完
成
の
見
込
み
で
す
。

	

大
災
害
で
道
路
や
通
信
が
遮
断
さ
れ

た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

に
は
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
力
量
に
掛

っ
て
き
ま
す
。
現
状
と
育
成
策
は
。

	

自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
、
９
月
４

日
現
在
、
市
平
均
で
74
・
８
％
で
す
。
各

地
区
で
防
災
出
前
講
座
な
ど
を
開
催
し
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
自
主
防
災
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
本
年
は
10
月
13
日
に
消
防
庁
、

新
潟
県
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

	

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
。

	

本
市
の
推
定
設
置
率
は
77
％
で
、
昨

年
11
月
の
調
査
か
ら
約
６
％
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
消
防
団
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

問答問答

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
設
置
促
進
に
力

を
入
れ
る
と
共
に
市
報
等
に
よ
る
設
置
啓

発
活
動
に
努
め
ま
す
。

瀬波トンネル先から瀬波小学校方面の様子市総合防災訓練（荒川会場）の様子
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一　

般　

質　

問　
⑻

指
定
管
理
者
制
度
と
市
民
要
望
に
つ
い
て

深
刻
な
救
急
医
療
の
実
態
は
県
の
責
任

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
村
上
市
上
空
を
飛
ぶ

	

新
潟
県
は
二
次
医
療
圏
域
を
、
13
圏

域
か
ら
７
圏
域
に
広
域
化
し
ま
し
た
。
新

発
田
病
院
は
医
師
も
増
え
充
実
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
地
域
の
救
急
輪
番
担
当
病
院

は
２
病
院
に
な
り
、
坂
町
病
院
は
内
科
の

み
、
村
上
総
合
病
院
は
常
勤
の
整
形
外
科

医
は
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
救
急
医
療
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

村
上
総
合
病
院
は
夜
間
の
整
形
外
科

手
術
は
出
来
ず
、
坂
町
病
院
は
交
通
事
故

問答

	

指
定
管
理
者
に
は
、
３
年
な
い
し
は

５
年
の
事
業
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
が
、
期
限
が
切
れ
入
札
し
て
選

定
す
る
際
に
は
、
逆
に
過
当
競
争
に
な
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

指
定
管
理
選
定
委
員
会
で
決
定
し
て

お
り
、
副
市
長
を
委
員
長
に
７
人
の
委
員

で
、
料
金
が
安
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
業

者
を
決
定
し
て
い
る
。

	

指
定
管
理
者
制
度
は
行
政
処
分
な
の

問答問

の
患
者
は
受
け
付
け
ず
、
新
発
田
病
院
が

満
床
の
時
は
新
潟
ま
で
搬
送
す
る
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
す
。

	

片
野
猛
県
議
は
、「
病
床
数
が
現
行

な
ら
、
県
を
通
じ
て
国
の
補
助
金
が
受
け

ら
れ
る
」
と
村
上
総
合
病
院
に
働
き
か
け

ま
し
た
。
病
院
は
「
厚
生
連
と
協
議
し
た
。

現
行
維
持
で
検
討
す
る
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

市
は
、「
建
設
地
の
提
供
と
建
設
費
の

問

３
割
の
補
助
」
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

新
築
後
の
医
師
確
保
や
充
実
し
た
医
療
体

制
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
の
財
政
支
援
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

村
上
総
合
病
院
か
ら
具
体
的
な
計
画

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
村
上
市
と
し
て
の

財
政
支
援
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

	

米
軍
の
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
２２
オ
ス

プ
レ
イ
の
普
天
間
基
地
配
備
が
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
土
を
オ
ス
プ
レ

イ
の
低
空
飛
行
訓
練
場
に
す
る
計
画
で
す
。

ピ
ン
ク
ル
ー
ト
は
、
北
俣
山
、
猿
田
ダ
ム
、

ブ
ル
ー
ル
ー
ト
は
、
粟
島
、
北
俣
山
が
ポ

イ
ン
ト
で
村
上
市
上
空
を
通
過
し
ま
す
。

答問

騒
音
、
墜
落
の
危
険
が
あ
り
日
本
各
地
か

ら
反
対
、
中
止
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
長
と

し
て
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

	

市
長
会
を
通
じ
て
、
一
刻
も
早
い
情

報
の
提
供
を
県
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

答

で
、
市
長
や
副
市
長
の
関
連
企
業
だ
ろ
う

が
、
私
の
経
営
す
る
会
社
だ
ろ
う
が
入
札

に
参
加
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
出
来

レ
ー
ス
」
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
選
定
委

員
会
の
委
員
長
に
は
、
第
三
者
の
方
に
お

願
い
を
し
て
副
市
長
が
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

	

現
行
の
組
織
で
は
副
市
長
が
委
員
長

と
な
っ
て
お
り
、
他
の
６
人
は
各
分
野
か

ら
の
有
識
者
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

答

の
で
、
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

	

住
民
の
要
望
等
に
関
し
て
は
、
多
く

は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
要
望
し
て
お
り
ま

す
が
、
議
員
も
市
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

た
代
表
で
す
。
議
員
の
要
望
な
ど
は
、
ど

の
よ
う
な
位
置
付
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

	

当
然
議
員
は
公
選
で
選
ば
れ
た
住
民

の
代
表
と
し
て
来
て
い
ま
す
の
で
、
議
員

の
要
望
に
つ
い
て
は
も
の
す
ご
く
重
要
で

あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

	
村
上
イ
ン
タ
ー
か
ら
山
居
町
交
差
点

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
す
ば
ら
し
い

県
道
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
歩
道
な
ど
に

１
ヵ
所
も
防
犯
灯
な
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
予
定
も
な
い
の
で
す
か
。

問答問

	

ど
の
よ
う
な
状
況
の
道
路
な
の
か
、

場
所
等
な
ど
を
確
認
を
し
て
住
民
な
ど
の

要
望
等
が
あ
れ
ば
担
当
課
と
し
て
も
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

MV22オスプレイ街灯のない県道（県道岩船港線）
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平成24年11月15日発行　第21号

佐藤　重陽 議員 滝沢　武司 議員

一　

般　

質　

問　
⑼

サ
ル
の
農
作
物
被
害
対
策
に
つ
い
て

三
面
川「
居
繰
り
網
漁
」と「
布
部
や
な
場
」の
運
営
・
管
理
に
つ
い
て

足
こ
ぎ
車
い
す
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

市
民
の
要
望
に
即
応
で
き
る

　
　
　
　
　
　
支
所
機
能
の
強
化
を

人
権
問
題
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

	

地
区
住
民
の
要
望
に
支
所
は
、
予
算

上
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

	

本
庁
各
課
か
ら
各
支
所
に
所
要
額
を

配
分
し
て
お
り
、
住
民
要
望
に
即
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
既
決
予
算
の

流
用
や
予
備
費
の
充
当
で
予
算
付
け
を
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

	

支
所
独
自
の
予
算
付
け
が
な
い
た
め

「
即
応
性
に
欠
け
、
支
所
へ
の
信
頼
や
信

用
が
保
て
な
い
」
と
も
聞
き
ま
す
が
。

問答問

	

サ
ル
の
畑
荒
ら
し
に
よ
る
野
菜
・
果

樹
被
害
に
つ
い
て
山
間
地
を
中
心
に
村
上

市
全
域
、
年
々
、
被
害
が
ひ
ど
く
な
っ
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
方
々
の
悲
痛
な
声
が

大
き
く
、
今
定
例
会
に
は
下
中
島
・
宮
ノ

下
・
寺
尾
集
落
の
区
長
・
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
陳
情
が
議
会
に
届
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

	

サ
ル
の
行
動
範
囲
、
移
動
特
性
の
把

握
。
猟
友
会
員
に
よ
る
巡
回
と
箱
罠
を
使

問答

	

軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
支
所
へ

の
予
算
配
分
を
し
て
支
所
の
裁
量
で
行
っ

て
お
り
、
苦
情
も
聞
か
な
い
し
、
対
応
に

は
特
に
問
題
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

	

差
別
や
い
じ
め
に
も
関
連
し
て
、
市

の
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

	

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
共

存
で
き
る
人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
人
権
意
識
を
高
め
る
人
権
教
育
・
啓

答問答

発
の
推
進
活
動
は
極
め
て
重
要
で
す
。
市

は
21
年
度
に
市
民
課
に
生
活
人
権
室
を
設

置
し
、
相
談
へ
の
対
応
や
人
権
教
育
・
啓

発
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

	

今
後
そ
の
よ
う
な
点
を
強
化
し
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

	

昨
年
度
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計

画
」
に
向
け
た
「
意
識
調
査
」
を
行
い
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

合
併
前
に
旧
神
林
村
で
行
っ
た
「
村

民
意
識
調
査
」
は
、
合
併
後
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

	

一
応
旧
神
林
村
と
し
て
の
ま
と
め
は

行
い
ま
し
た
が
、
新
市
に
な
っ
た
こ
と
で

問答問答

改
め
て
人
権
等
に
対
す
る
諸
課
題
を
ま
と

め
る
た
め
に
昨
年
12
月
に
市
内
５
地
区
２

０
０
０
人
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

用
し
た
捕
獲
、
駆
除
。
電
気
柵
の
整
備
継

続
と
農
家
に
対
し
て
技
術
指
導
を
行
い
ま

す
。

	

「
居
繰
り
網
漁
」
は
「
鮭
・
酒
・
人

情
」
を
標
榜
す
る
村
上
市
に
と
り
、
ま
た

鮭
で
事
業
を
営
む
漁
業
者
、
加
工
・
販
売

業
者
、
観
光
関
連
業
界
の
目
玉
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
「
布
部
や
な

場
」
は
素
朴
な
田
舎
の
や
な
場
と
し
て
風

情
と
食
を
楽
し
む
集
客
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

問

鮭
文
化
・
食
文
化
を
唱
え
る
村
上
市
の
大

切
な
広
報
・
集
客
事
業
と
し
て
、
村
上
市

も
事
業
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

	

居
繰
り
網
漁
は
、
三
面
川
だ
け
に
残

る
伝
統
漁
法
で
あ
り
、
や
な
場
と
併
せ
、

本
市
の
観
光
宣
伝
や
誘
客
を
図
る
上
で
重

要
な
事
業
・
施
設
で
す
。
今
後
も
事
業
継

続
の
た
め
に
三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組

合
、
村
上
市
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

	

足
に
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
が
リ
ハ

ビ
リ
を
し
な
が
ら
使
用
す
る
「
足
こ
ぎ
車

い
す
」
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
み
て
は
ど

答問

う
で
す
か
。
村
上
市
と
し
て
介
護
保
険
の

適
用
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
、
お
尋
ね
し

ま
す
。

	

本
市
に
お
い
て
も
介
護
保
険
の
適
用

と
な
る
対
象
器
具
と
し
ま
す
。
な
お
、
介

護
保
険
施
設
や
リ
ハ
ビ
リ
事
業
所
等
に
機

会
を
捉
え
情
報
提
供
し
ま
す
。

答

足こぎ車いすによるリハビリ みんなで人権を守りましょう
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報
告

平成24年 第３回定例会議決結果

区　

分
議 案 件 名

審査した
委 員 会
※１

議決結果
※２

会　　派　　名 無　会　派 賛否結果
鷲
ヶ
巣
会

清
流
会

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

市
政
ク
ラ
ブ

高
志
会

板
垣
千
代
子

齋
藤
信
一
郎

姫
路　

敏

長
谷
川　

孝特記 賛成
※３

反対
※３

請　
　

願

学校図書館の蔵書整備・充実に関する請願書 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる請願 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 3

「教育費無償化」の前進をもとめる請願 総務文教 否決 ※4 × ○ ○ ○ × × × × × 11 14

農業体質強化基盤整備促進事業の助成に関する請願 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

議
会
提
出
議
案

「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる意見書の提出について 総務文教 可決 ※5 ※6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 3

「教育費無償化」の前進をもとめる意見書の提出について 総務文教 可決 事件
撤回 簡易表決 - -

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構
築を求める意見書の提出について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

私立高校生が学費を心配せず学べるように、私学助成の増額・拡充
を求める意見書の提出について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

私立高校生が学費を心配せず学べるように、私学助成の増額・拡充
を求める意見書の提出について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上総合病院新築検討特別委員会の設置について 否決 ※7 ※8 ※9 ○ × × ○ ○ ○ ○ 10 15

MV22オスプレイの普天間基地配備に反対し、低空飛行訓練の中止
を求める決議 否決 × × ※10 ○ × × ○ × × ○ 6 19

市
長
提
出
議
案

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（小田寛三・再） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（髙野マサ子・再） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（菅原尚子・再） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（渡辺幸雄・新） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

損害賠償の額を決定し和解することについて 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上市合併特例措置逓減対策準備基金条例制定について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上市体育施設条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

（仮称）村上市生涯学習センター建設（建築本体）工事の工事請負変
更契約の締結について 総務文教 可決 ○ ○ ※11 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 3

村上市税条例の一部を改正する条例制定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

村上市社会福祉基金条例の一部を改正する条例制定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上市温泉給湯施設条例の一部を改正する条例制定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上市蒲萄スキー場条例の一部を改正する条例制定について 経済建設 可決 継続
審査 ※12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 4

上助渕コミュニティセンター条例の一部を改正する条例制定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

村上市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

市道路線の認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

市道路線の変更について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市一般会計補正予算（第４号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市情報通信事業特別会計補正予算（第２号） 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決 継続
審査 ※13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 3

平成24年度村上市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市介護保険特別会計補正予算（第１号） 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
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分
議 案 件 名

審査した
委 員 会
※１

議決結果
※２

会　　派　　名 無　会　派 賛否結果
鷲
ヶ
巣
会

清
流
会

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

市
政
ク
ラ
ブ

高
志
会

板
垣
千
代
子

齋
藤
信
一
郎

姫
路　

敏

長
谷
川　

孝特記 賛成
※３

反対
※３

市
長
提
出
議
案

平成24年度村上市集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成24年度村上市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市一般会計歳入歳出決算認定について 分割付託 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市情報通信事業特別会計歳入歳出決算認定について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市みどりの里特別会計歳入歳出決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市蒲萄スキー場特別会計歳入歳出決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 市民厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

平成23年度村上市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

平成23年度村上市上水道事業会計決算認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

※１　総務文教：総務文教常任委員会
　　　市民厚生：市民厚生常任委員会
　　　経済建設：経済建設常任委員会
　　　分割付託：各常任委員会に分割して付託されたもの（審査した委員会が空欄の案件は本会議で即決）
※２　可決：全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※３　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しないため、表決に参加する議員数は25名となります。
※４　鷲ヶ巣会のうち３名は賛成、４名（鈴木いせ子、大滝国吉、大滝久志、片野鉄雄）は反対
※５　鷲ヶ巣会のうち５名は賛成、２名（大滝久志、片野鉄雄）は反対
※６　清流会のうち３名は賛成、１名（平山　耕）は反対
※７　鷲ヶ巣会のうち２名は賛成、５名（鈴木いせ子、木村貞雄、大滝国吉、大滝久志、片野鉄雄）は反対
※８　清流会のうち１名は賛成、３名（平山　耕、川崎健二、三田敏秋）は反対
※９　市民クラブのうち２名は賛成、２名（冨樫宇栄一、滝沢武司）は反対
※10　市民クラブのうち２名は賛成、２名（本間清人、小池　晃）は反対
※11　市民クラブのうち３名は賛成、１名（本間清人）は反対
※12　鷲ヶ巣会のうち３名は賛成、４名（渡辺　昌、大滝国吉、大滝久志、片野鉄雄）は反対
※13　鷲ヶ巣会のうち４名は賛成、３名（渡辺　昌、大滝国吉、大滝久志）は反対

会　　派　　名 所　　属　　議　　員　　名

鷲 ヶ 巣 会 ◎大滝久志、＊山田　勉、木村貞雄、大滝国吉、鈴木いせ子、板垣一徳、片野鉄雄、渡辺　昌

清 流 会 ◎三田敏秋、＊平山　耕、川崎健二、小林重平

市 民 ク ラ ブ ◎滝沢武司、＊冨樫宇栄一、本間清人、小池　晃

日 本 共 産 党 ◎相馬エイ、＊竹内喜代嗣

市 政 ク ラ ブ ◎川村敏晴、＊小杉和也

高 志 会 ◎佐藤重陽、＊尾形修平

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

無 会 派
議　　　　　員　　　　　名

板垣千代子、齋藤信一郎、姫路　敏、長谷川　孝

※�無会派は、どの会派にも所属していないことを意味しており、無会派という一つのグループを形成しているものではありません。
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意 見 書

◉�「ゆきとどいた教育」の前進を求める意見書
◉地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書
◉私立高校生が学費を心配せず学べるように、私学助成の増額・拡充を求める意見書

　以上の意見書は、第３回定例会で可決され関係行政庁に送付されました。

請 願 の 審 議 結 果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

学校図書館の蔵書整備・充実に関する請
願書

新潟県書店商業組合村上支部
� 支部長　益　田　良　一 小杉　和也 総 務 文 教

常任委員会 採　択

「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる請
願

新潟県公立高等学校教職員組合
� 執行委員長　熊　谷　直　樹 相馬　エイ 総 務 文 教

常任委員会 採　択

「教育費無償化」の前進をもとめる請願 新潟県公立高等学校教職員組合
� 執行委員長　熊　谷　直　樹 相馬　エイ 総 務 文 教

常任委員会 不採択

農業体質強化基盤整備促進事業の助成に
関する請願

荒川沿岸土地改良区
� 理事長　小　川　　　巖
三面川沿岸土地改良区
� 理事長　小　田　嘉　寿

川村　敏晴
冨樫宇栄一
山田　　勉

経 済 建 設
常任委員会 採　択

陳 情 の 審 査 結 果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実す
る仕組み」の構築を求める意見書の採択について

全国森林環境税創設促進議員連盟
� 会長　板　垣　一　徳 総務文教常任委員会 願意了承し

意見書を提出
「年齢計算ニ関スル法律」の改正について
の意見書の提出を求める陳情書 � 南　雲　宗　雄 総務文教常任委員会 意見の一致を

見なかった
「私立高校生が学費を心配せず学べるように、私学助成
の増額・拡充を求める意見書」の採択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
� 会長　中　村　直　美 総務文教常任委員会 願意了承し

意見書を提出

サルから農作物を守る政策を実態に合った
対策として取り組んでいただくための陳情

� 下中島区長　田　巻　好　衛
� 宮ノ下区長　大　瀧　幸　次
� 寺尾区長　佐　藤　　　栄

経済建設常任委員会 願意了承

都市計画道路「南中央線（国道７号線から西
大通り線まで）」の早期整備実現を求める陳情 � 坂町区長　櫻　井　　　洋 経済建設常任委員会 願意了承

県道坂町停車場線の通学路として利用している
「大橋から山田幸喜様宅（坂町1949）前まで約
200メートル」の道路に歩道整備を求める陳情

� 坂町区長　櫻　井　　　洋 経済建設常任委員会 願意了承

○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）の要旨

請願（陳情）事項
　１
　２
　３
平成　年　月　日
村上市議会議長
　　　　○○○○様

郵便番号
住所
氏名　　　　　　　印

※法人の場合は名称及び代表者の職・氏名
　　　　　　　連絡先（電話番号等）
※請願の場合紹介議員
　　　　　　　署名又は記名押印

請願・陳情の手続き･･･ 市民の皆さんが市政に望むことをどなたでも提出することができます。
請願書や陳情書を提出される方は、次の要領で提出してください。

１�　随時提出可能ですが、年４回（３月、６月、９月、12月）の各定例会で審
査するために、締切日が設けられています。締切日は定例会招集日の８日前（土
日、祝祭日を除く）の正午までとなります。
　　受付は村上市役所４階の議会事務局です。
　　なお、郵送（締切日必着）でも受け付けています。

２�　請願の場合、紹介議員として、１名以上の市議会議員の署名または記名押印
が必要です。陳情は、紹介議員の署名等の必要はありません。なお、陳情は議
会の本会議での採決はいたしません。

３�　請願の本会議の採決結果については、はがきでお知らせします。陳情の審査
結果については、市内の方には、はがきでお知らせします。その他の方は、ホー
ムページでご確認ください。なお、会期中に結果を出さず、次の定例会で継続
して審査する場合もあります。
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人 権 擁 護 委 員 の 方 が 決 ま り ま し た
次の人権擁護委員の方が推薦され、議会で同意されました。

小　田　　寛　三　氏（村上地区・再任）　　　髙　野　　マサ子　氏（神林地区・再任）
菅　原　　尚　子　氏（村上地区・再任）　　　渡　辺　　幸　雄　氏（山北地区・新任）

９月定例会の最終日に提出された議員発議のうち、２つの討論が行われました。

１

２

村上総合病院新築検討特別委員会の設置について 起立少数で否決

ＭＶ22オスプレイの普天間基地配備に反対し、低空飛行訓練の中止を決議 起立少数で否決

　村上市を含む下越保健医療圏は基準病床数2,216床に対して既存病床数が1,860床と356床が不足している非過剰地域となっています。
　村上総合病院新築に係る諸問題は、病床数、医師の確保、診断科目の充実など医療体制の強化を含め、財政支援、新築場所、移転
した場合の跡地利用、インフラ整備など病院を中心としたまちづくりにも及びます。
　全議員で構成する特別委員会を設置して検討を重ねていくことが早期新築の後押しにつながることと確信し提案するものです。

　欠陥機オスプレイが、沖縄10万人の「危険な空はもうたくさん」の願いを無視し、普天間基地に配備されます。米軍戦闘機の低空
飛行訓練６ルートで訓練され、ピンクルート、ブルールートは村上市や粟島浦村上空を通過します。しかし、防衛省からは詳細な訓
練ルートの情報はありません。日本自然保護協会は、ルート下には絶滅危惧種のイヌワシやクマタカ等の生育域があると発表しました。
訓練中止の声を議会も上げるべきです。

 提案理由　 長谷川　　孝

 提案理由　 相馬　エイ

　　　　　 平山　　耕反対討論
　村上市議会には地域医療調査研究特別委員会があります。今回上程された特別委員会は、村上総合病院の新築に特化しての専門委員会であることは理解してい
ます。しかし当委員会では今迄、地域医療の問題でさまざまな調査研究を継続して行ってきました。そこにはどうしても村上総合病院の新築問題に行きつきます。
　病院の建設には、市に決定権は無い訳ですが、種々の市民要望は出来ます。そのために地域医療調査研究特別委員会が存在します。

　　　　　 片野　鉄雄反対討論
　日本国民の生命と財産、日本の領土と主権を守る。国民が安心して経済活動を続け国が繁栄し国民が豊かに幸せになる。この事が何より大切であると
考えます。そのためには我が国の防衛が確固たるものでなければなりません。中国の反日デモと尖閣問題を機に私たちは国防の危機に目覚めなければな
りません。感情的に戦争反対を叫ぶだけでなく抑止力がなければ武力で自由が奪われ日本は滅ぼされてしまいます。国を守る毅然とした態度が大切です。

　　　　　 佐藤　重陽反対討論
　地域医療調査研究特別委員会が現在あることから整合性を図り設置を検討する事が必要と考えます。村上総合病院の新築は地域医療を担う基幹病院として絶対必要な施設です。
　しかし今は村上市の村上総合病院への支援方針を受け特別委員会の調査内容、調査方法、進め方をまず決めるべきです。その上で村上総合病院新築に特化した特別委員会が
必要であるかを検討し必要と判断された時点で地域医療調査研究特別委員会より設置を提案、要望するべきと考えます。

　　　　　 木村　貞雄反対討論
　現在、病院の建設に伴い地域医療調査研究特別委員会を設置し、すでに活動しているのにまた、特別委員会を設置するのは混乱を起こ
しかねません。また説明によると、病院の運営や医師の関係、建設する場所についても議会が介入することになり、経営に関するところ
まで議会は入ってはいけません。場所についても議員それぞれ考えは違い、混乱を招き、進捗にブレーキをかける恐れがあります。

　　　　　 滝沢　武司反対討論
１�．病院新設に関する市の支援方針や対応などの詳細がまだ議会に示されていない段階にある。（定例会終了後説明があるとも聞くが）
２�．議会に設置されている地域医療問題調査特別委員会との関連、受け持ち範囲や今後の進め方等の話し合いが、議会内で何もなされていないままの提案である。
　同趣旨の特別委員会設置が必要となる時期が必ず来ると思いますが、以上の理由により、現段階では「時期尚早」と考え反対します。

　　　　　 小林　重平反対討論
　確かにオスプレイは何回か事故を起こして人命も失っています。その事については私も心配している一人であります。しかし現在
の東シナ海を取り巻く状況は大変厳しいものがあります。隣国が日本の領土である全国の諸島、竹島等に出没しています。これは現
在米国との関係がうまくいっていないからであります。一日も早く日米関係を良くし、東シナ海の安全を守るべきであると思います。

　市長も懸念を表明していますように墜落事故の多い危険な飛行機だということです。住民の安全を守る義務のある自治体としては、当然のことです。オスプレイが、
国内法では飛行が認められていないプロペラが故障・停止したときに急に墜落しないようにプロペラが回転して安全装置の役割を果たすようになっていないのです。
　尖閣諸島問題があるからということですが、尖閣諸島問題は、あくまで外交交渉で解決すべきです。

　　　　　 竹内喜代嗣賛成討論

　　　　　 姫路　　敏賛成討論
　村上総合病院の新築には、隣接するところの道路整備や病院が移転することになった場合は、病院の跡地利用などの再開発問題も生じてきます。
　このような問題は、全常任委員会に関係することであり、議員全員が把握するべきです。
　しかし現在の地域医療調査研究特別委員会は、10名で構成されており、未だ委員会が一度も開催されておりません。この際議員全員で村上総合病院の新
築について調査研究をすることは、とても有意義なことであります。
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12/４日 ㈫ 定例会初日（本会議）
６日 ㈭ 一般質問（本会議）
７日 ㈮ 一般質問（本会議）
10日 ㈪ 一般質問（本会議）
１１日 ㈫ 一般質問（本会議）
１２日 ㈬ 総務文教常任委員会
13日 ㈭ 市民厚生常任委員会
１4日 ㈮ 経済建設常任委員会
19日 ㈬ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

平成24年
第４回定例会のお知らせ（予定） 議会の動き（抜粋）

《H24.8.1 ～ H24.10.31》

●　８　月　●
１日　和歌山県議会行政視察来市
３日　日本健民少年団連合会全国大会開会式
４日　村上市健民少年団創立50周年記念祝賀会
５日　新潟県消防大会
７日　村上市道路整備促進協議会定期総会
　　　村上市河川整備促進協議会定期総会
15日　村上市成人式
18日　新潟県少年主張大会村上・岩船地区大会
22日　経済建設常任委員会閉会中事務調査
23日　総務文教常任委員会閉会中事務調査
24日　�議会運営委員会・高速交通等対策特別委員会・

全員協議会
　　　新潟県後期高齢者医療広域連合会議会（自治会館）
28日　新潟県市議会議長会秋季定期総会（～29日）（佐渡市）
　　　佐賀県議会県土整備常任委員会行政視察来市
29日　議会運営委員会

●　９　月　●
５日　第３回定例会（～26日）・議会広報特別委員会
８日　荒川地区敬老会
13日　総務文教常任委員会（～14日）
18日　市民厚生常任委員会（～19日）
20日　経済建設常任委員会（～21日）
24日　会派代表者会議
25日　朝日地区老人クラブ大会
26日　第３回定例会最終日・議会運営委員会・全員協議会
28日　山北支所庁舎開所式
30日　�ふれ愛フェスティバル（村上市地域社会福祉大

会・福祉まつり）

●　10　月　●
４日　岩船林業振興祭
５日　村上市ほう賞審査委員会
７日　全国消防操法大会（東京臨海広域防災公園）
　　　さかなまつり
９日　経済建設常任委員会行政視察（～11日）
12日　村上市岩船郡連合戦没者遺族大会
13日　県立坂町病院活性化促進大会（胎内市）
16日　地域医療調査研究特別委員会
18日　熊本県荒尾市議会行政視察来市
23日　�市民厚生常任委員会行政視察（～25日）
　　　広島県議会警察・商工労働常任委員会行政視察来市
25日　荒川高齢者体育大会
26日　議会広報特別委員会
29日　議会運営委員会・全員協議会
30日　�岩船郡村上市土木振興会国地方機関・新潟県へ

の要望活動
　　　神林地区老人クラブ大会
　　　�富山県黒部市議会自然観光振興特別委員会行政

視察来市
31日　村上・岩船地域行政研究会

政務調査費の積算根拠について
　市議会だより第20号２ページ「議員の年額150,000円の積算根
拠は？」の説明欄で、市民から「説明内容と経費合計267,000円
が合わない」とのご指摘がありました。
　これは、「各種研修機関が実施している研修や研究会への参加経
費で、平均すると１回当たり旅費51,000円、参加負担金18,000円
となっている」旨説明されていましたが、参加する回数「３回」
の標記がなかったため、説明不足となってしまいました。
　ここにお詫びして訂正させていただきます。


